
 

年度 200９  学期 後期 曜日・校時   金・3 必修選択   必修 単位数  １ 

授業科目/(英語名) 英語コミュニケーション II  
（English Communication II） 

対象年次       １年次 講義形態 演習 教室  

対象学生(クラス等)           Tj             科目分類 外国語科目（英語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員：森下 浩二 /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：morisita@post.cc.sasebo.ac.jp   /研究室：非常勤講師室         
/オフィスアワー：E メールにより質問等には対応します。 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標
授業のねらい： 
 リーディング・スピーキング・リスニング・ライティングの４分野における英語運用能力を高めていく。 
 
授業方法： 

TOEIC 形式のリスニング活動を実施する。またテキストに基づき、簡潔にそのアウトラインを読み取る訓練をする。さらに読
み取った内容を土台としたペアワーク・グループワークを取り入れ、読み取ったテキストの内容に関する感想・意見を英語
で表現する訓練に取り組む。 

 
授業到達目標： 
１）与えられた課題に関して、必要な情報を適切に聞き取ることができる。 
２）必要な情報を正確に、すばやく読み取ることができる。 
３）読み取った内容に関して、自分の考え・コメントを英語を使って簡潔に伝えることができる。 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)  
授業内容（概要） 
  基本的に毎時間復習テストを実施する。 

授業は、リスニング活動・スピーキング活動・リーディング活動・ライティング活動に関する課題に取り組むことが中心とな 
る。その際、ペアワーク・グループワークを活用し、学生自身が英語を用いて活動する機会を設定する。 

 
 
第１回 授業のオリエンテーション 
第２回 Unit 2：Biotope 
第３回 Unit 2: Biotope,  Unit 4; Energy-Efficient Housing 
第４回 Unit 4: Energy-Efficient Housing,  Unit 6; Living with Robots 
第５回 Unit 6: Living with Robots,  Unit 7; Still Evolving After These Years 
第６回 Unit 7: Still Evolving After These Years, Unit 10; Stem Cells – A Miracle Cure? 
第７回 Unit 10; Stem Cells – A Miracle Cure? 
第８回 第１回目から第７回目までの復習(試験含む) 
第９回 Unit 12; Predicting Intentions 
第１０回 Unit 12; Predicting Intentions,  Unit 14; Robo-roaches 
第１１回 Unit 14; Robo-roaches,  Unit 16; Cells and Batteries 
第１２回 Unit 16; Cells and Batteries,  Unit 17; Polymers: Building Blocks for Life 
第１３回 Unit 17; Polymers: Building Blocks for Life,  Unit 20; Earthquake Friction Dampers 
第１４回 Unit 20; Earthquake Friction Dampers 
第１５回 第 9 回目から第 14 回目までの復習(試験含む) 
  
＊授業時間外の質問には、電子メールで回答しますが、学籍番号・氏名等の記載がない場合には、対応できません。

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 
 

テキストは第１回目の授業で販売します。 
Paragraph Reading:21 World-Changing Innovations（南雲堂）税込 2,100 円 

成績評価の方法・基
準等 

中間・期末試験： 5０％ 
復習テスト： 40％ 
授業における活動への取り組み： 10％ 
 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 


